
DARTイオン化におけるメチル誘導体化

関連製品：質量分析計 (MS)

お問合せ先： 日本電子株式会社 グローバル営業推進本部 T

【はじめに】
Direct Analysis in Real Time(DART) は、アンビエント
で、⼤気圧下、開放系で気体・液体・固体など様々な形態
しに直接分析できるため、簡便で迅速なイオン化法として
で活⽤されている。DARTイオン化（Fig.1）は、加熱した
より試料を揮発させ、励起ヘリウムにより⽣成した⽔クラ
プロトン移動反応により試料がイオン化される その特徴プロトン移動反応により試料がイオン化される。その特徴
⽔性物質から親⽔性物質まで、様々な物性の試料を測定す
しかし⾼極性の試料などは揮発しづらいため、測定が難し

今回、我々はDARTイオン化法の活⽤の幅を広げるべく
なわない誘導体化処理とその効果を検討した。本報告では
チル誘導体化について報告する。

【実験】

L-citrulline のメチル誘導体化をFig. 2に⽰す。誘導体化試薬と
ンプルと誘導体化試薬各1μLをガラス棒上に続けて滴下して⾏
イオン化測定を⾏ったため、誘導体化の時間は数秒である。
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測定条件

イオン化モード DART (+)

Heガスヒーター温度 350℃

オリフィス1電圧 30 V



【結果】
L-citrulline のDART-MS測定を計6回⾏った。前半3回(#1〜3)
処理を⾏った。未変化体 ([M+H]+, m/z 176)および14Da増の
に⽰す。メチル誘導体化処理を⾏った後半3回については、メ
体と⽐較して、より早く短時間のうちにイオン化が⾏われてお
られる このようにイオン強度推移においてシャープなピークられる。このようにイオン強度推移においてシャープなピーク
る。誘導体化処理有無によるマススペクトルの違いをFig. 5に
性の向上により、フラグメントイオンが少なく、よりシンプル

【まとめ】

DART-MS測定において、簡便なメチル誘導体化⼿順を加える
れることが期待でき、イオン化可能な化合物の幅が広がると考

ボカルボン酸の存在などの化学合成品の確認、同定および構造解
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Fig.5 DART mass spectra of L-citrulline (a) and m

)は誘導体化処理なし、後半3回(#4〜6)はメチル誘導体化
のメチル化体([M+H]+, m/z 190)のイオン強度推移をFig. 4
メチル化体を観測することができた。メチル化体は、未変化
おり、メチル誘導体化により揮発性が向上したためと考え
クが観測できると S/Nの向上により⾼感度化も期待できクが観測できると、S/Nの向上により⾼感度化も期待でき

に⽰す。メチル誘導体化処理後は、プロトン付加分⼦の安定
ルなマススペクトルとなっている。

ることにより、より質の⾼い⾼感度なマススペクトルを得ら
考える。また、容易にメチル誘導体化の有無が確認でき、
解明などの⼀助となると期待できる。
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